
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※幌延中学校区とは、幌延中学校及び幌延小学校の通学区域をいう。 

※（ ）内は特別支援学級の学級数及び児童生徒数です。＜ ＞内は特別支援学級担任及び加配教員数です。 

 

 

  ○ 令和５年２月～ 先進校視察（R4年度１回２校、R5年度２回４校）    ● 随 時 

  ○ 令和５年２月～ 町議会まちづくり常任委員会での報告（計 10回）     ❏ ホームページでの広報 

  ○ 令和５年５月～ 幌延中学校区小中一貫教育検討部会（７回開催）       ❏ ＰＴＡ向けリーフレット 

○ 令和５年５月  町内会長会議で説明                    の配布 など 

○ 令和６年１月  児童・生徒との意見交換会・アンケート調査実施 

○ 令和６年２月  保護者説明会（２回開催）、教職員向け説明会（１回開催） 

○ 令和６年２月  町政懇談会での説明（R4年度２日間、R5 年度３日間） 

○ 令和６年２月～ パブリックコメント募集 

○ 令和６年３月  教育委員会議（毎月開催） 

○ 令和６年３月  基本構想策定 

○ 令和６年３月  近隣住民説明会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施設名 学級数 児童・生徒数 教職員数 建設年 築年数 

幌延中学校 ３学級(２学級) 52 人(２人) 15 人＜４人＞ 昭和 60 年[1985 年] 39 年 

幌延小学校 ６学級(２学級) 94 人(３人) 16 人＜５人＞ 昭和 57 年[1982 年] 42 年 

１ 幌延中学校区小中一貫教育の目的 

「持続可能な社会の創り手となる子どもを育てる学校～自律・尊重・協働～」 
将来の予測困難な時代を前に、子どもたちには、自ら未来を切り拓いていくための資質・能力を培うこと

が求められています。 
 新しい時代を生きる子どもたちに求められる資質・能力を確実に育むために、小学校６年間、中学校３年
間という枠にとらわれず、義務教育９年間のつながりを大切にした「小中一貫教育」を推進することが求め
られています。また、取組を進めることで、中学校に進学する際の大きな環境の変化を和らげ、新しい環境
への適応につなげることも大切です。 
 現在、開校に向けて、これまでの小中一貫教育を継続し、成果と課題を明らかにしながら、将来的な施設
一体型小中一貫校の義務教育学校への移行について検討しています。 

 
２ 幌延中学校区の小・中学校の概要（Ｒ6．3月末現在） 

３ 小中一貫校基本構想策定の経過 

４ 小中一貫校（併設型）から義務教育学校に移行 

小・中学校段階の教員が情報交換や交流を行うことを通じて、小学校教育から中学校教育への円滑な接続を

目指すには、様々な小中一貫教育があり、その制度には、「義務教育学校」及び「併設型」と「連携型」の施設

一体型小中一貫校があります。幌延中学校区の基本構想の立案に当たっては、当初、施設一体の校舎を開校し、

それぞれの小学校と中学校に校長と教職員の組織がある施設一体型小中一貫校（併設型）を視野に入れながら

構想を始めました。 

実際に基本構想を練る段階において、 

① 最近の小中一貫教育の趨勢 

② 保護者や地域住民等への説明会からの意見 

③ 議会や教育委員会、「小中一貫教育検討部会」での議論 

④ 先進校の視察 

⑤ 町内小・中学校の管理職や教職員の意見 

⑥ パブリックコメントの意見 等 

皆様からいただきました意見等を考慮し、柔軟かつ総合的に判断した結果、小中一貫教育の「目的」は変わら

ないが、一人の校長の下、一つの教職員の組織が置かれ、義務教育９年間の学校教育目標を設定し、９年間の

系統性を確保した教育課程を編成・実施する「義務教育学校」へと「手段」を変更することを、議会や理事者

から合意を得るとともに、幌延町教育委員会において決定し、令和９年度の開校を目指すこととしました。 

2024 年版 ver.2 

幌延中学校区小中一貫教育リーフレット 
幌延町では、幌延小学校と幌延中学校を施設一体型小中一貫校である義務教育学校として、令和９年度内の

開校を目指しており、令和５年度は「基本構想」の完成、令和６年度以降には、プロポーザルや「基本設
計」、「実施設計」の作成、校舎建築着工等を進めていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、基本構想の策定に力強い御協力と御理解をいただきました皆様に感謝申し上げますとともに、 

この基本構想が幌延中学校区の地域全体で共有されたビジョンとなり、開校に向けて幌延中学校区の皆様 

が共に歩む当事者として、より良い未来を築いていく力となっていただきますことを強く祈念しています。 

 

 

 

 

◎学校施設整備のキーワード 

◆バリアフリー化、避難所としての防災機能強化 

◆他施設との複合化・共用化・集約化 

 

◆学校施設のＺＥＢ化（高断熱化・ＬＥＤ照明・高効率空調・太陽光発電等） 

◆木材利用の促進（木造、内装木質化） 

道内外の「義務教育学校」のメリットとして、次の成果が挙げられています。 
① いわゆる「中一ギャップ」や「小中ギャップ」の解消が期待できること 
② 小中の交流がこれまで以上に促進されること 
③ 自由なカリキュラム（教育課程）の編成ができること 
④ 学力の向上が期待できること 
⑤ 校務の効率化や質の向上につながること 
⑥ ＰＴＡ組織の一本化が図られること など 
このようなことから幌延中学校区の義務教育学校では、個々の子どもがその個性を尊重され、最大限に発

揮できる場でありたいとの願いを胸に、「持続可能な社会の創り手」となる教育環境を築くことを目指してい
くこととします。その土台となるのは、「自律」と「尊重」、そして「協働」の精神であり、その土台づくり
には保護者や地域との連携が欠かせなく、その一体感が子どもたちをより良い未来へと導くことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 今後のスケジュールについて 

幌延町教育委員会 
総務学校係 
〒098-3207 天塩郡幌延町宮園町１番地１  
Tel: 01632-5-1117／Fax: 01632-5-1749／告知端末機： 5-8817 
E-mail: sogaku@town.horonobe.lg.jp                2024.03.26 版 

お問い合わせ先 

５ 義務教育学校のメリット 

令和５年度は「基本構想」の完成、令和６年度以降には、「基本設計」、「実施設計」の作成、校舎建築着工等

を進めていきます。 

◆幌延中学校区小中一貫校の整備に関するロードマップ（予定） 令和６年３月現在

項　目 Ｒ５年度（2023） Ｒ６年度（2024） Ｒ７年度（2025） Ｒ８年度（2026） Ｒ９年度（2027） Ｒ10年度（2028）

幌延中学校区小中一貫校整
備事業（義務教育学校）

実施設計基本設計
竣

工
基本構想策定

新年度

予算計上

小中一貫校検討部会による検討・協議／（仮称）開校準備委員会による検討・協議／各種説明会の開催（随時）など

新年度

予算計上

補助

申請

建設工事及び （継続）

解体・外構工事等
解体工事等

条例

改正


